
平成２２年２月



＜　１　＞

１．ＭＭＱＣ全体スキーム

全ての「儲け」は現場にある！

　　　　月　　　　日 氏名：

１．有効訪問予定先（最低３件）

会社名 担当者名 訪問時間 訪問目的 訪問結果 次のアクション

２．その他の訪問先

会社名 担当者名 訪問時間 訪問目的 訪問結果 次のアクション
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10

３．その他特記事項

3

4

5

6

訪問計画表兼報告書

1

2



＜　２　＞

２．ＭＭＱＣのコア概念図
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大部分

重点問題（重点志向）

ＱＣサークル
創意工夫
改善提案

管理者による
異常処理

応急処置
再発防止
（ＯＪＴなど）

重点課題
方針管理

ＭＭＱＣ：「良い手順」ｘ「手順の確実な実行」ｘ「高い固有技術」

【表準】

自主的管理 【職場活性化】

【大きなテーマ】

自
主

的
に課

員
で展

開
！

【ＭＭＱＣのコア】

４S 目で見る
管理 効率化

固有の
課題

報連相 ＯＪＴ

強い職場
良いコミュニケーション・チームワーク



＜　３　＞

３．問題点と「当たり前」検討

「当たり前」基準でＭＭＱＣを下方展開！
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自主的管理

【お客様の目線】
＝「当たり前」基準

問題点　　表準　現状　差異　対策（当たり前）



＜　４　＞

４．ＭＭＱＣ下方展開のシナリオ

スタートは問題点の洗い出しから始まる！
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・多くの課題が
　出た？
・いろんな角度で
　議論したか？
・テーマを課員に
十分説明したか？

・５Ｗ２Ｈで
　目標設定？
・とりあげた
　理由を明確に
　説明したか？

・以後の展開を
　大まかに計画
　したか？
・役割分担？
・計画を上司に
　報告したか？

・原因と思われる
事を書き出した？
・「Ｗｈｙ５」⇒真因？
・データ・事実を
　収集して
　裏付分析した？

・対策のアイデア
はたくさん出た？
・真因にあった
対策であるか？
・上司の意見？
・対策実行計画
を立てたか？
（誰が、何を・・）

・対策は順調に
　進んでいる？
・途中のチェック
ポイントを入れて
おく

・対策は完了
　したか？
・副作用は
　なかった？
・対策の定着化
　の方法？

・残課題について
　今後の進め方？
・改善の反省？
・報告書は出来て
　いるか？



＜　５　＞

　　　５．QCの７つ道具①

「層別」は、分類・仕分けの第一歩！

１．層別

QC七つ道具の1つで, 

機械別, 原材料別, 作業者別などのように
データの共通点や特徴に着目して
同じ共通点や特徴をもついくつかのグループ(層)に分けることをいう。

層別の目的は, 層による何らかの違いを見つけることである。

この違いを見つけることで, 
ばらつきの原因を突き止めることができる。

親和図（ＫＪ法）



＜　６　＞

「層別」ｘ「度数」で表示するとパレート図になる！

２．パレート図

　　　５．QCの７つ道具②



＜　７　＞

特性要因図は、５Ｍで作成する！

　　　５．QCの７つ道具③

３．特性要因図
　　　５Ｍとは

Ｍａｎ　　　　・・人
Ｍａｃｈｉｎｅ　・・機械
Ｍｅｔｈｏｄ　 ・・方法
Ｍａｔｅｒｉａｌ　 ・・材料

Ｍｅａｓｕｒｅ　・・計測



＜　８　＞

度数分布で中央値を把握する！

　　　５．QCの７つ道具④

４．ヒストグラム



＜　９　＞

管理図で異常発生のパターンを把握する！

　　　５．QCの７つ道具⑤

ＬＣＬ（下方管理限界）

５．グラフ/管理図



＜　１０　＞

チェック・シートで歯止め効果を高める！

　　　５．QCの７つ道具⑥

６．チェック・シート



＜　１１　＞

散布図で大まかな傾向を掴む！

　　　５．QCの７つ道具⑦

７．散布図



＜　１２　＞

ＫＪ法は、参加者の考えを集約する絶好のツール！

　　　６．新QCの７つ道具

１．親和図（ＫＪ法）

２．連関図

３．系統図

４．マトリックス図

５．アロー・ダイヤグラム図

６．ＰＤＰＣ図

７．マトリックス・データ解析図



＜　１３　＞

「改善計画書」をつくる前に事前調査を十分に実施する！

　７．改善計画書の書式について①

背景

現状の
問題点

改善策 目標設定

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
予算



＜　１４　＞

書式化して、皆が同じプロセスを進むようにする！

　７．改善計画書の書式について②

改善提案書 作成日：　　　年　　　月　　　日

作成者：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　殿

１．提案の背景

２．現状の問題点

３．改善案

４．目標設定

５．スケジュールと予算


